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部分 循環湖水柱の 従属栄養性ナノ鞭毛虫の 分布と細菌捕食
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【目的 】水圏生態系 にお ける微生物 ル
ー

プ に つ い て 、 これ まで 多くの研究 がなされ て お り、物質循環に お ける重要性が

示 され て きた n しか し嫌 気環壇における微生物 ル
ープ に 関す る研 究 は こ れまで ほ とん ど行わ れ て い ない の が 現状で あ

る，、嫌気環境で は 高等生物は 生存するこ とが 出来ず、嫌気性微 生物 ル
ープ で 重要となるの は原核生物と原生生物との

関係 で あると考 え られ る、本研 究 で は 原 生生物 の 中で も従属栄養性 ナ ノ鞭 毛 虫 （HNF ）に 注 目し、底層 が 嫌気的 な 環

境で ある部分循環湖 の 水月湖 で 、 そ の 分布と細菌捕食を調査 した。【方法】水月湖湖心 に て定期的にサ ン プリン グを行

っ た。酸化的な水深 1m 、還元的な水深 10　m 、溶存酸素が検 出で きなくなる水深 を中心とした酸化還 元境界層か ら湖

水を採取した。HNF の 現存量をプ リム リン 染色法で、全菌数 を DAPI 法 で 求 めた。細菌捕食速度は蛍光ビーズ （FLB ）

をトレ
ーサ ーとして 用 い て 測定 した、【結果 と考察 】HNF の 現存量 はサン プ リン グ期 間を通 じて 酸化還元境界層にて 最

も高い値 （1　．2−3　1　x102cells 　m ］
’i
）を示 した。水深 101n の 現 存量は 3．4−6．4　x　102cells　ml

’1
で、水深 lm お よび酸化還元境

界層 と比 べ 少 ない もの の 、安定 した値を示 した。2009年 7月 に測定 した HNF の 細菌捕食速度は、水深 1m で 8．9 ± 3，4

bacteria　flagellate
’lh’1

、境界層で 2，1士 0．2　bacteria　flagellate
’1h’1

、水深 10m で 2．3 土 2．O　bacteria　flagellate
’ih‘i

で あっ た。

こ れらの 結果 か ら、多量 の 硫化水素が 蓄積 する水月湖 の 底層 に お い て も HNF が 存在 し、嫌 気環境 に お い て 細菌捕 食

が行われ て い ることが示 された 。

sO974003 ＠s．f戸u，acjP

1B−5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 口 頭発表

巡 航型無 人 探査機 に よる南部 マ リア ナ トラフ の 熱水プ ル ーム 調 査
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深海熱水噴出域か ら噴出する熱水は 、海洋に放出後周辺海水 と混ざりながら上昇し、そ の 後水平方向に煙突からたな

び く煙の ように 広が り、深海で熱水プル ーム を形成する。熱水プル
ーム は、噴出熱水 由来 の イオウやメタン などの 還元

型化学成分、マ グマ に由来する 3He などの 化学成分を多く含み、微生物細胞密度も増加することが知られて い る。

南部 マ リア ナ トラフ では、極 近傍 に化 学成分 比 の 異なる3種類 の 熱水系が発見され て お り、この違い は微生物群集構

造に何らか の 影響を与 え る と予 想され る。今回、我 々 は より詳細か つ 高精度な熱水 プ ル
ー

ム の 検 出を可 能 に す る無索

巡航型無人探査機 「うらしま」に CTD
、
　pH 計、硫化水素計などの 各種セ ン サー類をとりつ け、巡航型無人探査機 で はじ

め て採水器をとりつ け て深海熱水プル
ーム の マ ソ ピ ン グと熱水プ ル

ー
ム 試料 の 採取を実施 した。

巡 航型無人探査機に よる調査 で は 、Tow −yo に比 べ 遙か に高精度 で 調査場所 の 特定が可 能で あり、3カ所そ れ ぞれ の

熱水噴出域由来 と考えられる熱水 プ ル
ー

ム の 検出に成功 した。試料中の 微生物細胞密度 の 変動と物理化学成分の 熱

水 プ ル
ーム シ グナ ル の 変動 は、各熱 水域 により異なっ て おり、熱水成分の 違 い が微生物群集 におよぼす影響が示唆 さ

れた。また、生細胞／全微生物細胞の 比 は、熱水プ ル
ーム シ グナル 強度 が特 に高い 場所 で 強く、プル

ーム中微生物

は この ような場所 で 増殖 して い ると示唆され た。
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